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 第３章第３節では siRNA の膜透過性の向上を目指した長鎖のアルキル鎖を有するジ
ヌクレオチド誘導体の合成について述べている。 





































 さらに，オンタリオ工科大学の Prof. Desaulniers のグループとの共同研究も行った。











ヌクレオチドを用いて siRNA の化学修飾を行い，siRNA の安定性と生理活性の評価を
行った。その結果，化学修飾を施していない天然の siRNA と同様の活性を示しながら，
分解酵素であるヌクレアーゼに対する安定性を向上させることを明らかにした。これら
の研究成果は，ACS Medical Chemistry Letters 誌への論文掲載により客観的に高く評
価されていると判断した。 
 また，公聴会における口頭試問に対しても，論理的に回答し，質問者を十分に納得さ
せることができた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査 
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
 
